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凡例




これは「書物展望」第八卷第七號（昭和十三年七月一日　書物展望社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

表記については、原文を尊重して旧字体旧仮名遣いにしていますが、一部の旧字体を新字体にした場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤字・誤植と思われるものにはママルビを付し、〔　〕内に訂正しました。
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一、戰爭・國防文學の隆盛




　最近のソヴェート文學は、危機を孕む現下の國際情勢を反映して、準戰時體制下の非常時色を多分に帶びてゐる。最近の國策映畫が特に然うであるが、文學も同じく戰爭と國防とをテーマとした戰爭・國防文學と歷史小說の勃興がその特色となつてゐる。小說家でも詩人でも劇作家でも大抵の人が戰爭の主題を取扱つてゐる。

　尤もソ聯に於ける戰爭文學は今日始まつた譯ではない。赤軍の光輝ある過去や市民戰爭・パルチザン戰爭時代に於けるその武勇傳はネップ時代の文學の主題となつてゐたほどで、有名なフルマーノフの『チャパーエフ』や、セラフィモヴィチの『鐵の流れ』や、ファデーエフの『壞滅』などを生み出してゐる。だがこの時代の戰爭文學は赤軍の英雄的行動のロマンチックな描寫にのみ終始して、今日の國防的意義を持つてゐない。然るに最近の戰爭國防文學は、たとへ同じ題材を描いても醒めた國防的見地から取扱つて、そこに現代的意義と現實的要求とを著しく加味してゐる。たとへば周圍の資本主義諸國やファシズム諸國からの戰爭の危險を强調してプロレタリアートの革命的覺醒を促がすとか、帝國主義戰爭の本質を暴露して社會主義祖國の防衞觀念を昂揚するとか、でなければ赤軍の優越性とその革命的軍紀とを誇張するとか、さういふことが最近の戰爭・國防文學の特徴となつてゐる。

　斯種の作品として先づ擧ぐべきものに、ブラウン、ギトヴィチの詩（詩集『動員令』一九三一年）、ルゴフスコイの『曠野と春のボリシェヴィキ』（一九三三年）等がある。中にもルゴフスコイの藝術には國防上に於ける赤軍の任務やソ聯の銳敏な注意深い守護者として絕えず戰鬪に備へてゐる國境守備兵の任務などが精彩に描かれてゐる。

　戰爭と國防の主題は矢張り多くの劇作家等の作品に於ても中心のテーマである。再建期の戲曲で廣く知られてゐるヴィシネフスキーの『第一騎兵隊』（一九二九年）は勇猛果敢なるブジョンヌイ騎兵隊の英雄的行動を描いたものとして非常な反響を喚起したが、同じ作者のその後の戲曲で、未來戰の特徴を樣々な角度から描いた『最後の決戰』（一九三一年）、現代ドイツを取扱つた『西部戰鬪』（一九三二年）、嵐のやうな市民戰爭時代を描いた『樂天的悲劇』（一九三三年）、近くはニクーリンの『旅順口』、カターエフの『戰線から來た兵士』、ペルヴェンツェフの『コチュベイ』等何れも戰爭劇である。その他ロマショフにしても、スラヴィンにしても主として戰爭物を書いてゐる。

　だが現段階に於ける複雜な國防問題や、赤軍・海軍・空軍の戰鬪力の强化、社會主義戰鬪の全戰線と軍事建設との緊密な連繋などはまだ充分に文學の上に反映されてゐない。赤軍の日常生活や革命的軍紀や軍隊の技術的政治的・文化的水準などを如實に傳へた作品は極めて稀である。その稀なる作品に數ふべきものとしては、赤色空軍の戰鬪を描いた若き作家V・トルストイの『飛行する人々』、M・コリツォフの或短編、ソヴェート水兵の生活を描いたラヴレネフの『辛抱强く』くらゐのものである。

　それと並行して資本主義世界の社會的崩壞や世界帝國主義側からのソ聯に對する戰爭の危機が若い作家達によつて誇張的に描かれて、時節柄注意を惹いてゐる。この方面に於てラーピンの『武勳』は有名であるが、特にルビンシュテインの『サムライの道』は現代日本を傳へたものとして興味がある。だが、作者は日本の好戰主義を曝露せんとして徒らに封建的傳統の殘滓を傳へたに過ぎない。ティーホーフの『戰爭』（一九三一年）は世界大戰の原因を檢討し、その敎訓を意味づけようとした最初の眞面目な試みであり、同時にソ聯に對する未來戰の準備を曝露する目的をもつて帝國主義戰爭に於けるブルジョア科學及び技術の任務を摘發してゐるが、作者の注意の焦點は所謂毒ガス戰と火器戰時代の若干の悲劇的エピソードの上に集中されてゐる。




二、評判の作品




　最近の戰爭小說の中で最も成功した作品は、既に日本にも飜譯されて好評を博したノヴィコフ・プリボイの『ツシマ』と『敗爭ママ〔走〕』（一九三二—三三年）、ソーボレフの『大修繕』（一九三三年）であらう。これ等の作品は何れも過去の歷史の藝術的再檢討に獻げたもので、封建的帝國主義制度としての專制政治の本質と帝政ロシアの軍事的威力の幻影とを曝露し、同時にプロレタリアートの革命的勝利の合法性を闡明した作品である。

『ツシマ』と『敗走』の作者ノヴィコフ・プリボイは以前戰鬪艦の水兵であり、對島海戰の參加者として、自ら體驗した日露戰爭時代のロシア艦隊の惨憺たる壞滅に就いての眞實を物語つてゐる。その際作者は太平洋艦隊𢌞航の個別的なエピソードや、上長官から非人間的な取扱ひを受けてゐる水兵の慘めな生活や、殘忍な「鞭の軍律」を描きながら、一步々々と官僚制度の壞廢、司令部の無節操と、無能とを曝露してゐる。日本沿岸に近づくに從つて、自分達の運命を感じた水兵の間には次第に不安と動搖が始まつた。「結局俺達はみんなあの世への候補者さ」。「艦隊は俺達に取つて蠟燭を立てた棺桶さ」といつたやうな絕望的なあきらめが此處彼處に聞え出した。絕望のはては上官に對する無言の服從が消失し、軍紀は頽廢した。到る所に階級的憎惡が增長して遂に公然たる衝突に移つて行つた。この間の作者の描寫は流石に手に入つたものである。水兵團の中で最も卓越した典型的な性格は革命的に氣分づけられた意識的な水兵ノヴィコフである。これは作者が自分自身を描いた人物で、物語はこの人物によつて運ばれる。將校團の性格は樣々で、作者はその中の最も保守的・反動的な代表者を描きながら、一方では革命的に氣分づけられた進步的な將校（ワシーリエフ）をも描いてゐる。對島海戰に於て自己の無能と怯懦と頑愚と剛腹とを遺憾なくさらけ出した「きちがひ提督」ロゼストヴェンスキーの人物には明かに帝政ロシヤの支配階級が具現されてゐる。斯くて舊ロシヤ帝國の腐爛壞廢の結果たるこの「類ひなき悲劇」は深い社會的・歷史的意義を持つてゐるのである。

　ソーボレフの『大修繕』の前編が出たのは一九三三年である。世界大戰の前夜に於けるロシヤ海軍の暗黑面を描いたこの小說は、矢張り帝政ロシヤの破滅が刻々と近づいてゐることを示してゐる。この小說の主材となつてゐる軍艦「スヴォーロフ」號は、外觀は素晴らしいが實際は戰鬪に役立たない老朽戰艦で、根本的に大修繕の必要がある。この老朽艦は同時にロシヤ帝國のシムボルであつて、同じやうに老朽したロシヤの舊制度も根本から大修繕を加へなければ崩壞の外ないといふのが作者のねらひどころである。從つてこの作には所々に作者の熱情と感激とが織り込まれ、一體に抒情的調子を帶びてゐるが、それが小說の主題と有機的に調和してゐる。幾多の個別的な事件、例へばポアンカレー佛首相の露都着の光景、宣戰布告前に於ける夜間閱兵、艦上の國旗揭揚式、射撃敎練等は外觀的には壯觀であるが、内面的には老朽帝國の破滅の前兆となつてゐる。だが作者の注意は將校階級の描寫に集中されて、水兵團の革命分子やその指導者ヴォルコフの描寫は薄弱である。將校の華かな氣樂な生活と水兵の暗い陰鬱な生活とは此處でも鮮かな對立を見せてゐる。小說には特に作者の根本思想を具現した二人の中心人物レヴィチン兄弟が出てゐる。兄は國法の奴隷であるが、弟は義務とか祖國とか露軍の勝利とかに絕えず胸を躍らしてゐる士官候補生である。この若い弟のロマンチックなイリュジョンを兄は平氣な破廉恥さで破壞してゐる。この小說はまだ完結してゐない。その前編は要するに帝國主義戰爭への序曲に過ぎない。

　極く最近の戰爭小說では、既にその一部は日本にも飜譯されてゐるが、極東の國防と未來の日ソ戰爭をテーマとしたパヴレンコの問題の小說『極東』（一九三六年）と、市民戰爭時代に於ける穀物の町ツァリツインの有名な防衞を主題としたアレキセイ・トルストイの『穀物』とが專ら評判である。




三、歷史小說と傳記小說




　戦争・國防文學への躍進と並行して、歷史小說の發達が著しく目立つて來た。ソヴェート藝術家の注意は今日の國際情勢にのみ集中してゐる譯でなく、遠い過去の歷史にも惹きつけられてゐる。國防文學と歷史小說と方向は異つてゐるが、兩者は決して矛盾したものでなく、同じ動機から來てゐる。嵐を孕む今日の無氣味な國際情勢では何時戰爭が突發するか分らないのだから、萬一の場合に備へて戰爭・國防文學を鼓吹すると同時に、光輝ある時代の歷史的事件や歷史的人物の性格を再現して國民の祖國觀念と愛國精神を昂揚しなければならぬ。事實この意味に於て最近數年來ソ聯に於ては歷史を尊重して民族意識を高め、又は外敵から祖國を防衞した英雄の功績を讃へて國民の戰鬪意識を煽らんとする傾向が强い。その結果文壇に於てもこの數年間は矢張り國策線に沿ふて歷史小說のジャンルが廣汎な發達を見るに至つたのである。

　斯種の作品に數ふべきものに、ピョートル大帝の暴風時代を描いたアレキセイ・トルストイの有名な記念碑的作品『ピョートル一世』を初め、パヴェル一世の暴君政治を描いたツイニャーノフの『キーゼ中尉』（一九三〇年）、マールイシュキンの『セバストーポリ』、カザックのシベリヤ遠征を取扱つたヴェショールイの『戲れよヴォルガ』（一九三二年）、近くはパヴレンコとエイゼンシュテインの合作で、祖國を敵の侵入から救つたアレキサンドル・ネフスキー侯の偉業を描いた『ルーシ』等がある。

　歷史小說の中で特に革命史的主題を取扱つた作品には、農民の革命運動を描いたシュトルムの『ボロトニコフ物語』（一九二七年）、チャプイギンの『ラージン・ステパン』（一九二七年）、カーメンスキイの『エメリヤン・プガチョフ』、十二月黨の叛亂を描いたツイニャーノフの『キュヒリャ』（一九二六年）、巴里コンミュンの英雄的戰鬪を取扱つたパヴレンコの『バリケード』（一九三二年）等がある。何れもソヴェート讀書大衆の絕大なる興味を惹いてゐる。

　同じく歷史小說のジャンルに屬すべきものとして、最近特に過去の偉大なる文豪の生涯を小說風に取扱つた所謂傳記小說も相當の發達を見てゐる。例へばグリボエドフのことを書いたツイニャーノフの『ヴァジル・ムフタルの死』、同じ作者の『プーシキン』、シュトルムの『ロモノーソフの時代と業績』等はその代表的なものである。

　最後に附加へておきたいことは、ソヴェート作家等の歷史的主題への轉向は決して現實生活からの逃避でもなければ、抒情的懷古でもなく、また過ぎ去つた時代の理想化でもないといふことである。ア・トルストイも言つてゐる通り、彼等は過去と現在とを結合して、時代を隔てた後方から現代に接觸しようと試みてゐるのである。同時に彼等は過去を社會的に意味づけ、過去の本質を革命的プロレタリアートの立場から闡明しようとするのである。つまり彼等は過ぎ去つた時代に甘つたるいロマンチックな詠嘆を求めてゐるのでなく、歷史的現實に對する再評價を目指してゐるのである。（完）
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